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【昨日の市況概要】 公示仲値 108.49

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 108.56 1.1411 123.80 1.2732 0.7123
SYD-NY High 108.79 1.1483 124.80 1.2787 0.7150
SYD-NY Low 108.03 1.1393 123.43 1.2714 0.7110
NY 5:00 PM 108.71 1.1475 124.73 1.2782 0.7150

NY DOW 23,531.35 98.19 日本2年債 -0.1700 1.00bp        
NASDAQ 6,823.47 84.61 日本10年債 -0.0200 2.00bp        

S&P 2,549.69 17.75 米国2年債 2.54 4.38
日経平均 20,038.97 477.01 米国5年債 2.54 3.59
TOPIX 1,512.53 41.37 米国10年債 2.70 3.01

ｼｶｺﾞ日経先物 20,205.00 135.00 独10年債 0.2195 1.45bp        
ﾛﾝﾄﾞﾝFT 6,810.88 ▲ 26.54 英10年債 1.25 ▲ 2.00

DAX 10,747.81 ▲ 19.88 豪10年債 2.2745 4.95bp        
ﾊﾝｾﾝ指数 25,835.70 209.67 USDJPY 1M Vol 8.25 ▲0.60%
上海総合 2,533.09 18.22 USDJPY 3M Vol 8.33 ▲0.32% 　

NY金 1,289.90 4.10 USDJPY 6M Vol 8.33 ▲0.28%
WTI 48.52 0.56 USDJPY 1M 25RR -1.54 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 174.64 1.28 EURJPY 3M Vol 8.98 ▲0.36%
ドルインデックス 95.69 ▲ 0.49 EURJPY 6M Vol 9.13 ▲0.30%
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

1月7日 16:00 独 小売売上高(前月比/前年比） 11月 1.4%/1.1% 0.4%/-0.4%

16:00 独 製造業受注(前月比） 11月 -1.0% -0.1%

19:00 欧 小売売上高(前月比/前年比) 11月 0.6%/1.1% 0.2%/0.4%

1月8日 00:00 米 ISM非製造業景況指数 12月 57.6 58.5

【本日の予定】

Date Time Event 予想 前回

1月8日 09:30 豪 貿易収支 11月 A$2,175M A$2,316M

16:00 独 鉱工業生産(前月比) 11月 0.3% -0.5%

19:00 欧 消費者信頼感・確報 12月 -6.2 -6.2

【予想レンジ】
通貨ペア

想定レンジ

【マーケット・インプレッション】

担当：綱島・田家

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基
づいて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投
資に関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で
引用または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希
望する旨をお申し出ください。
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NY時間のﾄﾞﾙ円は108.25ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。NY朝方は米12月ISM非製造業指数が予想を下回ったことから一旦下押しするも
のの、企業のｺﾒﾝﾄは総じて前向きな内容となったことを受けて株式市場が上昇する動きに円売りも強まり、108.67まで戻
す。NY午後はｸﾛｽ円が下値を切り上げる中、ﾄﾞﾙ円も108.75まで戻し、108.71ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。一方、独11月製造業受
注が予想を下回ったものの、ﾄﾞﾙ売りが継続したことからﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1448まで戻し、1.1440ﾚﾍﾞﾙでNYｵｰﾌﾟﾝ。NY朝方は海

外市場の流れを引継ぎﾄﾞﾙ売りに1.1473まで上昇するが、その後はﾄﾞﾙ買いに上値を抑えられる一方、ﾕｰﾛ円の買いに
1.1483までｻﾎﾟｰﾄされる。NY午後は高値圏での推移が続き、1.1475ﾚﾍﾞﾙでｸﾛｰｽﾞした。(NY井上)

東
京

東京時間のﾄﾞﾙ円は108.56ﾚﾍﾞﾙでｽﾀｰﾄ。先週金曜日の米雇用統計やﾊﾟｳｴﾙFRB議長によるﾊﾄ派寄りの発言から米株が
大きく反発したことを受け、日経平均株価が急騰。係る中、序盤のﾄﾞﾙ円は108.60ﾚﾍﾞﾙまで堅調に推移。しかし株の上昇
が一巡し、次第にﾄﾞﾙ売り優勢となると、ﾄﾞﾙ円は上値を重くし、108.03まで下落。その後は米中次官級の通商協議が開か
れる中、108円台前半でもみ合い。結局108.22ﾚﾍﾞﾙで海外市場へ渡った。
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ﾛﾝﾄﾞﾝ時間のﾄﾞﾙ円は108.22でｵｰﾌﾟﾝ後、終始上昇基調で推移した｡一時108.41まで上昇したものの､小幅に水準を切り下
げ108.25ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡ﾕｰﾛﾄﾞﾙは1.1427ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ｡欧州時間朝方に発表されたﾄﾞｲﾂ11月鉱工業受注は市場予
想対比下振れﾕｰﾛ円は下落して始まったものの､その後は堅調に推移｡結局1.1440ﾚﾍﾞﾙでNYに渡った｡

昨日のドル円は明確な方向感はなく108円台前半から半ばを中心に落ち着いた値動きとなった。アジア時間108円
台半ばで取引を開始するも上値重く推移し108円台前半で揉みあい推移。 北米時間入り後に発表されたISM非製造

業指数が予想を下回る結果となるも反応は限定的となった一方、米ロス商務長官が7,8日に開催されている米中高

官による通商交渉に関し前向きな発言をしたことを受けリスクセンチメントが改善する中、ドル円は108円台半ばまで

上昇しクローズ。本日のドル円は底堅い値動きを予想。株式市場も落ち着きを取り戻し年初からの下落幅を縮小し

ていることに加え、米中通商交渉進展への期待感もサポート要因となろう。一方で米政府機関閉鎖等の不安要素も

ある中で積極的に上値を追う展開は想定しにくいか。
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